
習熟の程度に応じた少人数指導の在り方

～「基礎・基本」の定着と主体的な学びを目指して～

瑞穂市立穂積北中学校 伊藤 貴範

１ 指導の立場

（１）テーマ設定の理由

穂積北中学校では平成１４年度より少人数学級

を編成し指導にあたっている。本年度は、習熟の

程度に応じた２コース（基礎、発展）を設定し、

生徒の希望で編成している。前年度末に行った少

人数授業（等質集団）に関するアンケート結果の

、「 」 、うち よかったと思う点 について取り上げると

○教師と話す時間が増え、質問しやすい。

。○発言機会が増え挙手がしやすいしよく当たる

○３人で実験ができるし、やりやすい。

という意見が多くあげられた。また 「改善すると、

よい点」については、

●人数が少ないので、結果も少ない。

●クラスみんなで学習したい。

●数学（習熟の程度）のようにわけてもよい。

という意見があった。少人数での授業は、物理的

な面では成果も見られたが、指導形態については

改善、工夫の余地があると思われる。学習で大切

なことは 「学習者の基礎・基本の定着」と「学習、

者に対するきめ細やかな指導」である。少人数指

導では、生徒の多様性に応じ、それぞれのよさを

生かし、伸ばしていくために複数の教師が協力し

。て授業を行うことを常に意識しなければならない

以上のことから、少人数での授業を通して「理

科がわかるようになった。自信をもてるようにな

った 」という達成感や 「そのコースを選び、自。 、

分に合った学習ができた 」という満足感を味わえ。

るような指導を展開していくことが必要であると

考え、本テーマを設定した。

（２）研究仮説

習熟の程度に応じた単元計画、授業展開案を

作成し、きめ細やかな指導を重ねれば 「基礎、

・基本」が定着し、主体的に学ぶ姿を育むこ

とができるのではないか。

（３）研究内容

研究内容１

習熟の程度に応じたコース編成と授業展開の工

夫

コースの編成の意図を明確にし、本時のねらいに

せまるための手だてを各コースごとに位置付ける。

研究内容２

学習課題や学習の方法などを自ら選択できる場

の設定

①課題に対する必然性 ②見通しがもてる内容

③仲間や教師からの承認 ④成功、成就体験

主体的に学ぶ姿を育むために、この４つに留意

して学習内容を工夫する。

２ 実践

（１）習熟の程度に応じた編成と授業展開の工夫

①習熟の程度に応じたコースの編成方法

３年生最初の単元「生物の細胞とふえ方」では、

。 （ ） （ ）ＴＴで指導にあたった Ｔ 進行役 Ｔ 援助役１ ２

と役割分担をし、生徒のつまずきに対応してきた。

第１分野では、実験の技能面や結果処理など習熟の

程度に差異が生じる場合が多い。特に物理分野では

、 、計算を含む内容 法則利用など応用的な内容があり

苦手意識をもつ生徒も多い。そこで 「運動と力」の、

「 」単元では習熟の程度別コースを設定し 基礎・基本

。 。の定着を図った 編成における留意点を以下に示す

・１年生「力の世界」２年生「電流」の単元につい

て口頭で復習を行い、定着度を振り返る。

・本単元の学習内容を説明し、見通しをもたせる。

・コースの目的、内容を明確にする。

①基礎コース

・実験操作、器具の扱い方を丁寧に援助する。

・学習内容をゆっくりと確実に理解する。

・質問に応じて、説明したり再度実験を行う。

・プリントで復習し、わかるまで援助する。



②発展コース

・個人で実験操作ができ、どんどん進める。

・実験で得られた事実を進んで交流する。

・発展的な内容にもチャレンジする。

・応用問題のプリントを用い、学習内容の定着

をより確かにする。

以上のようなオリエンテーションを行い、自分を

見つめながら、自分で選択した。

第１分野の単元「運動と力 「エネルギー」では、」

基礎、発展コースで継続して学習を進めた。

＜３年４組（３５人）のコース選択人数＞

発展コース：２０人 基礎コース：１５人

僕は電流も得意だったし、実験
も一人でできるので発展コース
でもっと力を伸ばしたい。挙手
もがんばりたい。 Ｔ男

私は。計算問題が苦手です。
実験も不安なので。友達に助け
てもらっています。だから基礎
コースでしっかりとやってでき

Ｋ子るようになりたい。

②コース別の授業展開の工夫

「運動と力」の単元において、記録タイマーの操作、記録テープの読み取りは、物体の運動の様子をと

らえるのに欠かすことのできない基礎的・基本的な内容である。それを足場に、速さの変化と物体に働く

力との関係を見いだすことができるのである。計算やデータの読み取りなどに不安のある生徒は少なくな

く、きめ細やかな指導が必要である。そこで、記録タイマーを扱い始める段階で少人数の特性を生かし、

確実な操作と速さの変化と力の関係をとらえる見方、考え方を身に付けさせたいと考えた。

「運動と力」第４時～第７時の展開と各コースにおける指導の流れを以下のように行った。

意識の流れ 手だて 手だて 意識の流れ（ ） （ ）基礎コース 発展コース

このような展開を仕組むことで、基礎コースでは、記録テープの処理が確実にできるようになり、自分

の結果をもとに授業に臨めるようになった。発展コースでは、意欲的に取り組む姿が目立った。

＜授業展開＞

第４時

○記録タイマーの使い方の説明を聞

く。

○記録テープを手で引き実際に記録

タイマーを使ってみる。

○記録タイマーの使い方をまとめる

第５、６時

○斜面を下る台車の運動の特徴を記

録タイマーで調べる。

○斜面の角度を変え、台車の運動が

どう変わるのか調べる。

第６時

○結果や見つけた事実を交流する。

○斜面を下る台車の運動の特徴をま

とめる。

記録タイマーを

うまく使えるか

なぁ。一人でテ

ープの処理がで

きるだろうか

①演示で実際にや
ってみて、その場
でテープを処理し
てみせる。
②速く手を引いた
ときと遅く引いた
ときの違いをテー
プの長さで比較し
てみせる。
③机間指導をしな
がら、テープの処
理を援助する。
④一枚６打点のテ
ープが示す意味を

。一人ずつ確認する

何とか記録タイ

マーを使えるよ

うになった。台

車の運動の様子

を調べてみよ

う。でも、力と

の関係はよくわ

からないなぁ

斜面を下る台車

はだんだん速さ

が大きくなる運

動をしてる。斜

面のどこでも同

じ力が働いてい

るからテープが

同じ分だけ長く

なっているんだ

第７時 補充的な学習内容

○前時までにわからなかったことを再度実験する。

○角度を変え、記録テープの処理を練習する。

○時間と速さの関係、時間と力の関係をグラフ化する。

○教師が机間指導して個別に援助する。

①記録タイマーの
使い方とテープ一
枚の意味を確認す
る。
②自分の結果と仲
間の結果を比較さ
せる。
③机間指導をしな
がら、テープの処
理を援助する。
④打点の様子とテ
ープの長さから力
との関係を考えさ
せる。

①同じような現象
が身近にないか考
えさせる。
②テープの長さの
違いに注目させ、
班員と比べてさせ
る。
③記録テープから
時間と速さの関係
を考察し、速さの
変化についても見
つけさせる。
④物体に働く力に
ついて考察させ、
バネばかりで再度
測定する。
⑤「角度が 度に90
なったときや０度
になったときはど
うだろう」と疑問
を投げかける。

記録タイマーは

おもしろそうな

実験だなぁ。テ

ープからいろい

ろわかるんだな

ぁ。いろいろな

運動を調べてみ

よう。

記録テープを並

べれば速さの変

化がよくわかる

なぁ。テープの

長さの変化は一

定になっている

運動と力の関係

を合わせて考え

よう。

第７時 発展的な学習内容

○落下運動に挑戦し結果を考察する。

○質量を変えて実験し考察する。

○時間と速さ、時間と移動距離のグラフを比較する。

○物体に働く重力とその分力を作図してみる。

角度が °の90
ときも調べてみ

たい。物体の質

量を変えたらど

うなるだろう

①テープの長さの
違いに注目させ一

。緒になって考える
②テープを線で結
び時間と速さが比
例していることを
ノート上で助言す
る。
③角度が急な方と
緩やかな方のデー
タを並べて違いを
見つけさせる。
④力についてもう
一度バネばかりを
用いて力を測定す
る。
⑤斜面の上の方と
下の方について、

。バネばかりで測る
⑥坂道を自転車で
下るとこがなくて
もだんだん速くな

。ることを助言する



（２）学習課題や方法を自ら選択できる場の設定

主体的に学ぶためには「自らわかろうとする」

意識をもつことが必要である。生徒たちがもって

いるよさを生かし、伸ばしていこうとする指導を

工夫する必要がある。そのためには、生徒の意欲

や関心を生かしたり、高めたりする教材や発問の

工夫をする必要がある。また、生徒が自分で解決

してみたいという課題を見いだしたり、その解決

の方法を工夫したりできるように、適切な指導を

することも大切である。そこで方法別、素材別の

追究を進めていける場を設定した。

【 エネルギー」第１２時の展開と各コースの選択】「

「より強い電気エネルギーを取り出すにはどうしたらよいか」基礎コース 発展コース「身のまわりの素材で電池を作ってみよう」

①必然性（自分の素材）②見通し（方法の提示） ①必然性（自分の素材）②見通し（方法の提示）○事象提示 ○事象提示

④成功体験（個別援助と電子メロディーの使用） ④成功体験（グループ指導とマグネシウムの使用）○実験 ○実験

○考察

○まとめ ○考察

③承認（素材選択のよさ、学び方のよさ等を認める） ③承認（方法選択の視点、考察での考え方等を認める）○評価 ○評価

第 時の学習内容 課題「電池はどのようなしくみになっているのだろうか」11
○電池で豆電球が光ったり、モーターがまわる様子を観察 （生徒の意識）

○市販のマンガン電池を分解してつくりを調べる ☆他にも電池を作ってみたい

○２種類の金属と電解質水溶液で電気エネルギーを取り出せることを知る ☆もっと強い電池を作りたい

○食塩水と金属板で簡単な電池を作ってみる

＜授業後の生徒の感想 基礎コース 男＞S
今日は電池を作った。Ｋ君のキュウリにはとてもびっくりし

たし、僕のダイコンでもメロディーがなってうれしかった。先

生が電圧計の読み方をもう一回教えてくれたり復習ができたの

で、基礎でよかった。強い組み合わせを考えながら実験できた

し、考察のときみんな発表ができたのでいい授業だった。

＜授業後の生徒の感想 発展コース 子＞M
私は、水溶液の濃度についてやったけど、あまり違いは見られな
かった。予想とは違って悔しかったけど、昔の人はこんなふうに研
究して電池を作ったと思うと、すごいなぁと感じた。発展コースだ
といろいろ試してやれるから、理科ってそういう部分がおもしろい
なって思えた。乾電池はやっぱりとっても便利なものだと思った。

＜電解質に選択した素材＞
・梅干し ・ ％ジュース100
・ミカン ・ダイコン
・グレープフルーツ ・ユズ
・レモン ・酢 ・カリン
・キュウリ ・リンゴ
・イチゴ ・キウイ
・アクエリアス

・どの素材でも電気エネ
ルギーを取り出すこと
ができた。
・ユズやグレープフルー
ツなどすっぱい物は電
圧が大きかった
・果物そのものより、絞
った果汁の方が安定した
・キュウリなど薄く切っ
て並べたらＧＯＯＤ。
・同金属では電気エネル
ギーは取り出せない。

電池の条件としくみ
①電解質水溶液を用いる
②２種類の金属を用いる
化学エネルギー→電気エネルギー

、 。生徒の目の前で果物電池を組み立て 電子メロディーを鳴らす

「自分だけの電池を作ってみよう」と問いかけ意欲を喚起する

・金属板にふれる面積を大きくした考え方

・泡（気体）が出ていることから、化学変化に注目した考え方

２種類のボルタ電池を提示し電圧の違いを示す 「なぜちがう。

のか？より強い電池を作るには？」と問いかけ意欲を喚起する

＜選択した方法＞

①金属板の種類と組み合

わせに注目

②金属板が電解質水溶液

にふれる面積に注目

③電解質水溶液の濃さに

注目

・自ら選択した方法別

にグループをつく

り、予想を立ててか

ら、二人一組で追求

を進める。

・ＭｇとＣｕの組み合わせが最高で、組み合わせによって電圧が
決まっているようだ。同種類の金属では無理である。
・電解質にふれる面積が大きいほど電圧が高く、小腸の柔毛のよ
うに効率よくしなければならない。
・電解質の濃さについては、大きな違いは見られなかった。

・既習内容から面積や電子の移動に注目した考え方

・条件統一した実験方法とその考察

３ 成果と課題

○個に応じた指導、つまずきへの対応が具体的に

なり、学び方の向上につながった。

○選択する場の設定が自ら学ぼうとする意欲につ

ながり、理科好きな生徒が増えた。

●意欲や技能面の向上については特に成果が見ら

れたが、集団の中で多面的な見方から練り合げ

る力、共に教え合いながら学び合う力は少人数

指導では育ちにくく、弾力的な運用が必要であ

る。


